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太郎 ⑤ 4 3 2 1 自信がある 54 3 2 1自信がない
{：；:こ:） >:  ： l}、‘誰か他の人“とは，太郎でもなく，私（話





















＼ 太郎 私 誰か
回答者
他の人
日本人 56% I 69% I 75% 











連 用 接 続 44 I 6 I 7 （太郎が上着を脱ぎ，ハンガーに掛けた．）
「て」接続 45 I 6 I o （太郎が上着を脱いで，ハンガーに掛けた．）














13 I 11 （太郎が上着を脱ぎ，ハンガーに掛けた．）
3 I 3 （太郎が上着を脱いで，ハンガーに掛けた．）
「と」接続 27 
| 
















































お礼に[¢]夕食をごちそうした。 正解率 72% 
(12) 太郎が僕に話しかけてきた。
だけど，知らん顔をして，［¢]返事をしてやらなかった。 正解率 74% 
(10) 太郎が訪ねてきた。[¢]すっかり大人っぽくなっていた。 正解率 76% 


















3-3． 結 束 性
次に考察する質問文は正解率が高く，接続法や視点補助動詞の影響を受けていないもの
である。
(1) 太郎が上着を脱ぎ，［¢]ハンガーに掛けた。 正解率 88% 
(2) 太郎が上着を脱いで，［¢]ハンガーに掛けた。 正解率 90% 
(15) 筑波センターで花子とあった。
数ヶ月会わないうちに，［¢]ずいぶんきれいになっていた。 正解率 90% 
(11) 今日は太郎君が欠席だった。
げ］風邪をひいて寝込んでしまったらしい。 正解率 92% 
(8) 太郎は花子の部屋に入らなかった。[¢]隣の部屋に入った。 正解率 94% 
































(15) 花子→ （女性） →きれいになる （意味の近接による連鎖）




























: ｛接続法・視点補助動詞｝ ｛結束性｝ ！ 
日本人 主題省略文⇒l単語理解 ⇒ 統語解析 ⇒ 意味解析 i⇒省略主題の再生





ー中国語： 26名，タイ語： 6名，韓国語： 7名， スペイン語： 4名， ボルトガル語： 1名， 英
語： 4名，インドネシア語： 1名，ベルガン語： 1名） ② 1988年 10月 14日実施。
2) 日本人への調査での指示，例文は外国人へのものと同一。質問文数は同一ではないが外国人に対
して使用したものはすべて含んでいる。①筑波大学大学生48名（男子32名， 女子 16名）， ② 
1988年 9月27日実施。
3)「結束性」に関しての定義は R.deボウグランド (1984)に従った。彼は「結東性」を「意義の
連続性」として定義し，表層面上の統語法による文法を「結束構造」として区別している。
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